
衆
議
院
が
解
散
・
総
選
挙
に
な
り
、
労

働
者
・
国
民
自
身
が
、
労
働
者
・
国
民
に

犠
牲
を
強
い
る
安
倍
自
公
政
権
に
「
Ｎ

Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

２
年
間
の
安
倍
自
公
政
権
が
行
っ
て
き

た
「
デ
フ
レ
脱
却
・
金
融
緩
和
・
財
政
再

建
・
規
制
緩
和
」
推
進
を
掲
げ
て
、
現
実

に
は
「
消
費
者
物
価
の
高
騰
・
財
政
赤
字

の
拡
大
・
格
差
の
拡
大
」
が
行
わ
れ
て
き

た
実
際
を
検
証
し
、
怒
り
を
持
っ
て
自
民

党
と
規
制
緩
和
勢
力
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突

き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１
１
月
１
６
日
に
は
沖
縄
県
知
事
選
挙

が
あ
り
、
沖
縄
県
民
は
「
安
倍
自
公
政
権

の
基
地
固
定
化
に
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け

ま
し
た
。
「
普
天
間
基
地
撤
去
・
辺
野
古

移
設
反
対
」
を
掲
げ
た
翁
長
氏
が
、
「
辺

野
古
基
地
埋
め
立
て
容
認
」
の
仲
井
間
氏

（
現
職
知
事
）
に
、
１
０
万
票
以
上
の
大

差
を
つ
け
て
勝
利
を
し
ま
し
た
。
沖
縄
県

民
が
、
困
難
に
挫
け
ず
、
「
怒
り
」
を

「
投
票
」
行
動
と
オ
ー
ル
沖
縄
組
織
で
知

事
選
勝
利
を
実
現
し
た
努
力
は
、
私
た
ち

が
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に
あ
た
り
大
い
に

学
ぶ
べ
き
事
が
あ
り
ま
す
。

政
治
・
労
働
・
雇
用
・
生
活
へ
の
怒
り

を
、
「
あ
き
ら
め
た
り
」
「
挫
け
た
り
」

「
忘
れ
た
り
」
す
る
こ
と
な
く
、
労
働

者
・
国
民
が
平
和
で
安
心
な
生
活
が
お
く

衆
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
と
規
制
緩
和
勢
力
に

「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け
、
タ
ク
シ
ー
の
「
新
た
な
規
制
」
を

推
進
す
る
政
治
勢
力
を
前
進
さ
せ
よ
う
！
！

５
年
間
を
検
証
し
、

自
民
党
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を

民
主
党
・
社
民
党
の

前
進
を
！

０
９
年
か
ら
１
４
年
ま
で
の
①
～
⑤

の
政
策
に
対
す
る
各
政
党
の
実
際
か
ら

検
討
す
れ
ば
、
民
主
党
・
社
民
党
・
共

産
党
が
労
働
者
・
国
民
の
立
場
に
立
っ

各
政
党
と
候
補
者
を
選
択
す
る
に
は
、

２
０
０
９
年
か
ら
３
年
間
の
民
主
党
政
権

で
の
各
政
党
の
実
際
の
行
動
と
、
２
０
１

２
年
か
ら
の
安
倍
自
公
政
権
で
の
各
政
党

の
実
際
行
動
を
検
討
す
る
事
が
必
要
で

す
。
衆
議
院
選
挙
の
公
約
で
各
政
党
が
何

を
言
っ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
こ
の
５
年

間
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
で
、
政
党
の
真

実
と
「
公
約
」
の
真
意
が
判
断
で
き
ま

す
。ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
か
け
声
と
は
裏
腹
に

実
際
は
、
金
融
緩
和
に
よ
る
円
安
に
よ
る

原
材
料
の
高
騰
＝
物
価
の
上
昇
、
労
働
法

制
の
改
悪
（
労
基
法
の
改
悪
等
）
と
規
制

緩
和
＝
雇
用
不
安
と
格
差
の
拡
大
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
が
弱
体
化
し

て
い
る
事
を
利
用
し
て
労
働
法
制
の
改
悪

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

各
政
党
の
実
際
の
行
動
を
検
討
し
、

「
自
民
党
政
権
に
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ
け

ま
し
ょ
う
。

第
４
７
回

衆
議
院

総
選

挙

公
示
日

１
２
月

２
日
（
火
）

投
開
票
日

１
２
月
１
４
日
（
日
）

れ
る
社
会
を
実
現
で
き
る
政
党
と
候
補

者
を
選
択
し
、
衆
議
院
選
挙
で
投
票

し
、
人
間
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
社
会

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

特
に
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
立
場
か
ら

み
れ
ば
、
「
０
９
年
タ
ク
シ
ー
適
正
化

特
措
法
の
成
立
」
「
１
０
年
～
１
２
年

タ
ク
シ
ー
事
業
法
の
推
進
」
「
１
３
年

改
正
タ
ク
シ
ー
適
正
化
特
措
法
の
成

立
」
に
は
、
民
主
党
と
社
民
党
の
努
力

に
よ
る
事
を
大
き
く
評
価
で
き
ま
す
。

民
主
党
と
社
民
党
は
、
秋
の
国
会
質
疑

で
も
、
「
政
府
・
規
制
改
革
会
議
の
横

槍
」
を
厳
し
く
批
判
し
、
「
改
正
法
に

基
づ
く
『
特
定
地
域
の
指
定
』
を
行
い

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
」
と
追
及

し
て
い
ま
す
。

民
主
党
・
社
民
党
を
前
進
さ
せ
、
安

倍
自
公
政
権
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
突
き
つ

け
る
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

安
倍
自
公
政
権
は
、
「
秘
密
保
護
法

の
制
定
」
「
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決

定
」
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
後

退
と
格
差
拡
大
」
「
多
数
の
閣
僚
の
政

治
資
金
疑
惑
」
に
よ
る
内
閣
支
持
率
の

低
下
を
選
挙
で
帳
消
し
に
す
る
た
め

に
、
野
党
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
の

を
見
越
し
て
、
税
金
を
７
０
０
億
円
を

か
け
て
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
を
設
定

し
ま
し
た
。

民
主
党
・
社
民
党
を
は
じ
め
と
す
る

野
党
は
、
選
挙
準
備
が
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。
労
働
組
合
は
民
主
党
と
社
民
党
を

応
援
し
・
支
援
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
も
、
民
主
党
・
社
民
党
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
者
・
国
民
の
為
に
働
く
野

党
へ
の
投
票
行
動
を
行
い
、
自
民
党
に

Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

東
洋
交
通
労
働
組
合
が
加
盟
す
る
全

自
交
労
連
で
は
、
以
下
の
３
名
を
重
点

候
補
と
し
て
応
援
し
ま
す
。

●
細
川
律
夫
氏
（
民
主
党
）

（
埼
玉
３
区
「
草
加
・
越
谷
」
）

民
主
党
・
前
タ
ク
シ
ー
議
員
連
盟
会
長

●
海
江
田
万
里
氏
（
民
主
党
）

（
東
京
１
区
「
千
代
田
・
港
・
新
宿
）

民
主
党
党
首

●
辻
元
清
美
氏
（
民
主
党
）

（
大
阪
１
０
区
）

民
主
党
政
権
で
国
土
交
通
副
大
臣


